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他者意識に対する非対面型 コミュニケーションの影響
Effects of computer-mediated communications 












間や物理的距離の問題が一挙に解決 した。情報のや り取 りについて世界はますます縮まりつつあ












対象:東 海地方の9大 学の大学生739名(男 性334名 、女性405名:平 均年齢19.2±1.1歳)。 対象者
の所属学部は表1に 示 した。
表1対 象者の性別 ・所属学部別人数割合




(a)イ ンターネット意識(12項 目):内 閣府が2007年 に実施 した 「第5回 情報化社会 と青少年に
関する調査」の資料を参考に作成した。








表2は 余暇時問 ・睡眠時間 ・メール送信数 ・情報サービス利用時間 ・家族との会話時間につい




所属学部別では同様に、平 日 ・休 日の余暇時間に有意な差がみ られた。この結果は学部の特性
を反映しているとも考えられるが、回答者の多 くが1年 生であったことか ら、専門教育の影響 と
いうより、余暇時間の捉え方による誤差 と考えることが妥当と思われる。携帯メール送信数につ







いて聞いた12項 目について「非常にあてはまる」から「全 くあてはまらない」までの5段 階を「ネッ
ト意識得点」として平均値 と標準偏差をしめしたのが表3で ある。なお、質問紙ではこれらの質
問項 目は連続させず、ばらばらに配置されている。有意差がみられたうち、「悩みを聞いてもら




大 きさに注意する」「エ レベータで扉を押 さえてもらったら会釈する」「階段で後ろから急いでいる
人が来る気配を感 じたら脇によける」「傘をさしながら狭い道で人とすれ違う時、至近距離ですれ
違う気まず さを軽減するために傘で身を隠す」「電車で人が来たら席をつめてスペースをあける」









表5・ 表6・ 表7は 、他者意識尺度の学部別得点を示 した。内的他者意識の3項 目と、空想的
他者意識の3項 目に統計的には有意差がみ られたが、学部別の特色を反映 したものとは考えにく











第1因 子は 「顔は知 らないがインターネッ トや携帯メールで連絡する友人がいる」など、実面
識がない人とのコミュニケーションを志向 している項 目が高い正の負荷量 を示 したので「匿名性」
因子とした。第2因 子は 「友人や家族 と話すよりもインターネットを利用 している方が楽しい」
など、実生活でのコミュニケーションよりネットを好むとして 「ネット逃避」因子とした。第3

















利用 した非対面型 コミュニケーシ ョン(CMC:Computer-Mediated　 Communication)に おいて
は、画面に表示 された文章(テ キス ト)に よって情報の送受信が行なわれ、そこには他者の様子
を観察することで得 られる非言語的手がかりといえる 「身体言語」に関わる情報は全 く存在せず、
CMCは 対面型 コミュニケーションと異なる心理的特性を有することが明らかにされつつあるこ
とが指摘されて きている。
今回行動様式で取 り上げた 「傘をさしながら狭い道で人とすれ違 う時至近距離の気まずさを軽
減するため相手側 に傘を傾けて自分を隠す」という質問項目は、越川(2001)が 「江戸 しぐさ」と








ざまな文脈 においてや りとりしてく中で、それを読解する能力が培われてい くものであるが、対
面 しないで頻繁にや りとりする若年層においては、それ以前の世代 とは異なった能力を有 してい
るのかもしれない。




ては、1.0の人間と、テレビゲームに代表 されるような0.5の対象 との関係を指す 「1.5のかかわり」
が、現在のコミュニケーションのあ り方に大 きな影響を及ぼしていることも指摘 している。15
のかかわ りが 日常化す るにつれ、伝統的な規範や道徳 による3.0の世界の秩序が力 を失い、2.0、
すなわち1対1の 人 と人との関係ですらます ます希薄になっているという。1.5のかかわ りを持









手がか りを迅速に読み取 り、社会にある文化規範や規制 と照 らし合わせて臨機応変に行動するよ
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